
令和４年度 

風力発電関連産業の総合拠点形成関連予算 

 総額 １８億５,５９０万円を計上 

わが国の「2050年カーボンニュートラル」実現に向け、脱炭素電

源として中心的な役割を果たす洋上風力発電については、官民の活

発な議論に加え、一般海域における大規模洋上ウインドファームの

事業者が決定するなど、本格的展開に向けた環境が整いつつありま

す。 

本市は、2011年度に「グリーンエネルギーポートひびき」事業を

立ち上げ、響灘地区の充実した港湾インフラと広大な産業用地を活

用し、「風力発電関連産業の総合拠点」の形成を推進しています。 

その中、令和４年度は、国より指定を受けた洋上風車の積み出しな

どの機能を担う「基地港湾」やウインドファーム建設時に使用する

SEP 船をはじめとした「作業船基地」などのインフラ整備、また、

R４年度末に迫った響灘港湾区域における大規模洋上ウインドファ

ームの着工や企業誘致等産業集積に向けた取組み、さらには人材育

成や一般海域における洋上風力発電の検討に関する取組みにかかる

予算を計上しています。 

SDGs 未来都市として、本市グリーン成長戦略や北九州港カーボ

ンニュートラルポートの実現にも資する本事業の更なる推進により、

港頭地区における物流・産業の振興、さらには市域経済の活性化を図

ってまいります。 

北九州 歴史と夢は みなとから 

北九州港マスコットキャラククター 

「スナＱ」

スナＱ 

【問合せ先】
（港湾空港局事業に関すること） 
 港湾空港局エネルギー産業拠点化推進課 
  園（課 ）、伊東（係 ）
  TEL：093-582-2994 
（環境局事業に関すること） 
 環境局再生可能エネルギー導入推進課 
  岡島（課 ）、酒井（係 ）

TEL：093-582-2238



令和４年度 

風力発電関連産業の総合拠点形成関連予算
総額 １８億５,５９０万円 

【事業名】 
○国直轄事業負担金（洋上風力）   ７６５，０００千円 
※令和３年度２月補正予算（810,000 千円）と合わせ、1,575,000 千円の事業費を計上

○響灘東地区ＳＥＰ船等基地化事業  ３２８，７００千円 

○響灘洋上風力発電拠点化推進事業   ２６，３００千円 

○響灘東地区埋立地整備事業     ６３１，６００千円 

○風力発電関連産業集積事業       ７，３００千円 

○北九州市風力発電人材育成事業(※)  ４５，０００千円 

○浮体式洋上風力発電の導入可能性検討事業(※) 
５２，０００千円 

(※)・・・環境局所管事業 

北九州 歴史と夢は みなとから 

北九州港マスコットキャラククター 

「スナＱ」

スナＱ 



【総合拠点のイメージ図】

国による基地港湾の整備

響灘洋上ウインドファーム事業の着実な実施

洋上風力向け部品・部材メーカーの誘致・集積

風力発電関連産業の総合拠点形成

【提供】五洋建設㈱

SEP型多目的起重機船「CP-8001」

SEP 船等作業船基地の整備



令和４年度 
北九州空港将来ビジョン推進強化関連予算

1予 算 規 模 1

●北九州空港将来ビジョン推進強化関連予算：７６４，４３４千円 

  コロナ禍の収束を 据えた旅客の V字回復の取組み、物流拠点空港に向け滑 路延 の 

早期実現につながる貨物の更なる取り込みや航空貨物定期便の安定化、貨物受 れ環境の 

構築などに取組む。 

（拡充） 北九州空港物流拠点化推進事業       ４４１，９００千円 

（継続） 北九州空港新規路線就航促進事業       ４１，６３０千円 

（継続） 北九州空港アクセス推進事業          ２４４，４００千円 

北九州空港将来ビジョン（H26.12）～３つの将来像～

【問合せ先】 
港湾空港局空港企画課  TEL:093-582-2308 
担当  岡（課 ）、久 （係 ） 



北九州空港 「九州・ 中国の物流拠点空港」 

１ 航空貨物取扱量の推移 

２ 令和４年度当初予算における新規・拡充の取組み 
（１）半導体サプライチェーン構築促進助成（新規） 
（２）物流事業者等進出促進助成（新規） 
（３）横持ち助成（拡充） 
（４）貨物重量助成（拡充） 

〇令和２年度の国際航空貨物取扱量が 13,700t と過去最 を記録、全国第６位と きく躍進。 
〇令和３年１１ に国際貨物定期便が週３便から週４便に増便され、輸送サービスが強化。 
〇同 にシーアンドエア輸送による  衛星の輸 が実現。 
〇本年１ にヤマトグループが貨物専 機を導 し、 本航空と共同で北九州空港を九州の 
航空輸送拠点に選定。 
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物流拠点化の加速に向けた取組

【単位：トン】

北九州空港の物流拠点化の進展


